
○ 各指標の達成状況【５年間分統合】
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D
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出典
３年目 ４年目 ５年目

共通
75歳未満年齢調整死亡率
（人口10万対）

75.5
（平成28年）

減らす
（67.9未満）
（平成34年）

67.9
（令和元年度）

68.3
（令和2年度）

取組 指標名 策定時 目標値
達成
状況

65.0
（令和3年度）

国立がん研究センター
がん対策情報センター

２年目

70.3
（平成30年度）

共通

日常生活をがんにかかる前
と同じように過ごすことがで
きていると回答した患者（手
術や薬の副作用などはある
が、以前と同じように生活で
きていると回答した人を含
む。）の割合

66.9%
（平成28年）

増やす ― ―
66.8%

（令和４年度）
東京都がんに関する患
者調査

男性30.3％
女性31.4％

（平成29～令和元年）

国民健康・栄養調査（栄
養摂取状況調査）

―

食塩の摂取量（１日当たり）
８g以下の人の割合（20歳以
上）

男性22.4％
女性37.1％

（平成24～26年）
増やす

男性22.3％
女性41.5％

（平成28～30年）
―

男性22.2％
女性39.6％

（平成29～令和元年）

国民健康・栄養調査（栄
養摂取状況調査）

野菜の摂取量（１日当たり）
350g以上の人の割合（20歳
以上）

男性35.5％
女性34.4％

（平成24～26年）

増やす
（50％）

男性28.8％
女性30.7％

（平成28～30年）
――

―

―
男性67.8％
女性59.5％

（平成29～令和元年）

国民健康・栄養調査（栄
養摂取状況調査）

脂肪エネルギー比率が適
正な範囲内（20％以上30％
未満）にある人の割合（20歳
以上）

男性49.5％
女性49.9％

（平成24～26年）
増やす

男性50.8％
女性46.3％

（平成28～30年）
―

男性50.0％
女性41.2％

（平成29～令和元年）

国民健康・栄養調査（栄
養摂取状況調査）

果物の摂取量（１日当たり）
100g未満の人の割合（20歳
以上）

男性61.8％
女性52.0％

（平成24～26年）
減らす

男性66.7％
女性55.7％

（平成28～30年）
―

―

国民健康・栄養調査（栄
養摂取状況調査）

歩数（１日当たり）が下位
25％に属するの人の平均
歩数

男性（20歳から64歳）

3,152歩
男性（65歳から74歳）

2,535歩
女性（20歳から64歳）

3,458歩
女性（65歳から74歳）

2,178歩
（平成24～26年）

増やす

男性（20歳から64
歳）

3,463歩
男性（65歳から74

歳）
2,332歩

女性（20歳から64
歳）

3,104歩
女性（65歳から74

歳）
1,934歩

（平成28～30年）

―

男性（20歳から64歳）
3,225歩

男性（65歳から74歳）
1,897歩

女性（20歳から64歳）
3,495歩

女性（65歳から74歳）
2,016歩

（平成29～令和元年）

国民健康・栄養調査（栄
養摂取状況調査）

歩数（１日当たり）が8,000歩
以上の人の割合

男性（20歳から64歳）

48.0％
男性（65歳から74歳）

42.3％
女性（20歳から64歳）

39.9％
女性（65歳から74歳）

32.3％
（平成24～26年）

増やす

男性（20歳から64
歳）

52.8％
男性（65歳から74

歳）
32.0％

女性（20歳から64
歳）

34.3％
女性（65歳から74

歳）

―

男性（20歳から64歳）
52.7％

男性（65歳から74歳）
25.4％

女性（20歳から64歳）
39.8％

女性（65歳から74歳）
23.1％

（平成29～令和元年）

―

―

１年目

72.4
（平成29年度）

―

―

―

―

―

―

―

実績

取組１－１
取組１－２

参考資料４（様式１−１）
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○ 各指標の達成状況【５年間分統合】
出典

３年目 ４年目 ５年目
取組 指標名 策定時 目標値

達成
状況２年目１年目

実績

参考資料４（様式１−１）

―

―

―

―

―

―

B

C
D
B
B
B

健康に関する世論調査

眠れないことがまったくな
い、あるいはめったにない
人の割合（20歳以上）

48.3%
（平成28年）

増やす ―  33.5%（令和3年） ― 健康に関する世論調査

睡眠時間が十分、あるいは
ほぼ足りている人の割合
（20歳以上）

63.8%
（平成28年）

増やす ―  60.1%（令和3年） ―――

―

健康に関する世論調査

取組１－３
取組１－４

成人の喫煙率

全体18.3％
男性28.2％
女性 9.3％

（平成28年度）

全体12％
男性19％
女性　6％

（喫煙をやめたい人が
やめた場合の喫煙率）

― ― ― 国民生活基礎調査

生活習慣病のリスクを高め
る量を飲酒している人の割
合（20歳以上）

男性18.9％
女性15.4％
（平成28年）

減らす ―
男性16.4%
女性17.7%
（令和3年）

――

全体16.5％
男性25.4％
女性 8.4％

（令和元年度）

全国がん罹患モニタリン
グ集計（※1）

12.8
（平成28年度）

11.8
（平成30年度）

11.4
(令和元年度)

－
全国がん登録罹患数・
率報告（※1）

―
東京都民の健康・栄養
状況※別添資料参照

取組１－６
肝がんの罹患率
（年齢調整罹患率）（※）

17.1
（平成24年度）

減らす ―

取組１－５ 受動喫煙の機会

行政機関5.5％
医療機関2.7％
職　場37.8％
飲食店48.3％
（平成27年度）

受動喫煙を
なくす

行政機関7.3％
医療機関5.6％
職　場33.3％
飲食店53.3％
（平成30年度）

行政機関4.3％
医療機関1.8％
職　場26.3％
飲食店39.5％
（令和元年度）

行政機関8.4％
医療機関6.8％
職　場32.5％
飲食店55.5％
（平成29年度）

13.3
（平成27年度）

－
健康増進法に基づくが
ん検診の対象人口率等
調査

取組２－３
全ての区市町村で科学的
根拠に基づくがん検診の実
施

2自治体
（完全遵守）

（平成28年度）
全区市町村

９自治体
（令和２年度）

13自治体
（令和３年度）

13自治体
（令和４年度）

精度管理評価事業

取組２－１
取組２－２
取組２－４

がん検診受診率

胃がん39.8％
肺がん37.2％

大腸がん41.9％
子宮頸がん39.8％

乳がん39.0％
（平成27年度）

5がん
50％

胃がん51.5％
肺がん56.9％

大腸がん59.0％
子宮頸がん48.0％

乳がん50.3％
（令和2年度）

―

胃　が　ん71.8％
　　　　（Ｘ線）

　　　　　83.7％
　　　（内視鏡）

肺　が　ん69.3％
大腸がん57.5％

子宮頸がん76.6％
乳　が　ん87.1％

（令和２年度）

精度管理評価事業取組２－３ がん検診精密検査受診率

胃がん73.0％
肺がん70.2％

大腸がん56.8％
子宮頸がん65.8％

乳がん82.1％
（平成27年度）

5がん
90％

胃　が　ん76.0％
　　　　（Ｘ線）

　　　　　93.7％
　　　（内視鏡）

肺　が　ん66.7％
大腸がん57.2％

子宮頸がん72.4％
乳　が　ん84.9％
（平成30年度）

胃　が　ん71.2％
　　　　（Ｘ線）

　　　　　89.8％
　　　（内視鏡）

肺　が　ん63.2％
大腸がん56.7％

子宮頸がん70.1％
乳　が　ん85.0％
（令和元年度）

12.2
（平成29年度）

―

６自治体
（令和元年度）

胃　が　ん73.1％
　　　　（Ｘ線）

　　　　　93.9％
　　　（内視鏡）

肺　が　ん71.5％
大腸がん56.1％

子宮頸がん67.6％
乳　が　ん85.0％
（平成29年度）

取組１－１
取組１－２

―

―

―

行政機関8.0％
医療機関6.5％
職　場37.5％
飲食店50.7％
（平成28年度）

13.1
（平成26年度）

―

―

3自治体
（平成30年度）

胃　が　ん72.7％
　　　　（Ｘ線）

　　　　　92.1％
　　　（内視鏡）

肺　が　ん67.0％
大腸がん53.3％

子宮頸がん71.1％
乳　が　ん84.7％
（平成28年度）
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○ 各指標の達成状況【５年間分統合】
出典

３年目 ４年目 ５年目
取組 指標名 策定時 目標値

達成
状況２年目１年目

実績

参考資料４（様式１−１）

C

B

C

A

D

D

B

A

C

A

A

取組３－１

拠点病院等の整備数
58か所

（平成29年度）
同数以上

５６か所
（令和２年度）

55か所
(令和３年度)

55か所
（令和４年度）

東京都がんに関する患
者調査

５７か所
（令和元年度）

57か所
（平成30年度）

取組４－２
取組４－３

日常生活をがんにかかる前
と同じように過ごすことがで
きていると回答した患者（手
術や薬の副作用などはある
が、以前と同じように生活で
きていると回答した人を含
む。）の割合<再掲>

66.9%
（平成28年度）

増やす ― ―
66.8%

（令和４年度）
東京都がんに関する患
者調査

主治医等からの説明により
疑問や不安が解消された
（どちらかというと解消された
を含む。）と回答した患者の
割合

87.8%
（平成28年度）

増やす ― ―
91.6%

（令和４年度）
―

―

―

―

12/38
(令和４年度)

現況報告書

取組４－４

緩和ケアのイメージについ
て、「がんが進行し治療がで
きなくなった場合の最後の
手段である」を選択した都
民の割合

30.1%
（平成28年度）

減らす ― ―
35.9%

（令和４年度）
都民意識調査

取組４－３

がん診療において、がん患
者の主治医や担当医となる
者の緩和ケア研修会の受
講率が９０％を超えている国
拠点病院及び都拠点病院
の数

4/31
（平成28年度）

全指定病院
９/36

（令和２年度）
10/36

(令和３年度)
8/36

（令和元年度）

―

―

10/36
（平成30年度）

―

―

患者8.8％
家族7.6％

（平成28年度）
増やす ― ―

患者18.0％
家族11.9％

（令和４年度）

東京都がんに関する患
者・家族調査

東京都がんに関する患
者調査（※2)

がん相談支援センターの認
知度（「利用したことがある」
「病院内にあることは知って
いる」と回答した患者・家族
の割合）

患者67.4％
家族63.1％

（平成28年度）
増やす ― ―

患者77.8％
家族58.8％

（令和４年度）

東京都がんに関する患
者・家族調査

がん相談支援センターに相
談したことのある者の割合

緩和ケアのイメージについ
て、「抗がん剤や放射線の
治療ができない状態の方に
対する痛みなどの苦痛を軽
減するためのケア」を選択し
た患者の割合

37.8%
（平成28年度）

減らす ― ―
45.7%

（令和４年度）

53.7%
（平成28年度）

増やす ― ―
65.4%

（令和４年度）
東京都がんに関する患
者調査（※3)

「がん相談支援センターを
今後も利用したい」と回答し
た患者の割合

63.3%
（平成28年度）

増やす ― ―
61.0%

（令和４年度）
東京都がんに関する患
者調査

がん罹患後も就労継続して
いる患者の割合

東京都がんに関する家
族調査(※4)

患者の付き添い等のために
仕事を辞めた家族の割合

10.2%
（平成28年度）

減らす ― ―
8.2%

（令和４年度）

―

―

―

―

―

取組５

―

―

―

―

―
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○ 各指標の達成状況【５年間分統合】
出典

３年目 ４年目 ５年目
取組 指標名 策定時 目標値

達成
状況２年目１年目

実績

参考資料４（様式１−１）

A

A

A

D

A

A

A

A

C

A

「がんになっても治療しなが
ら働くことが可能である」と
の設問に「そう思う」「多少思
う」と回答した都民の割合

67.1%
（平成28年度）

増やす ― ―
76.6%

（令和４年度）
都民意識調査―

都民意識調査

東京都がんポータルサイト
の閲覧数

240,861
（平成28年度）

増やす
217,873

（令和２年度）
293,506

（令和３年度）
420,450

(令和４年度)
(※5)

「がんは治る病気である」と
の設問に「そう思う」「多少思
う」と回答した都民の割合

68.1%
（平成28年度）

増やす ― ―
75.3%

（令和４年度）
―

344,887
（令和元年度）

東京都がんに関する患
者調査(※3)

「がんになっても治療しなが
ら働くことが可能である」と
の設問に「そう思う」「多少思
う」と回答した都民の割合<
再掲>

53.7%
（平成28年度）

増やす ― ―

11,945
(令和４年度)

(※5)

「病院の相談員」に相談し
た患者（家族）の割合（小児
がん）

12.3%
（平成28年度）

増やす ― ―
22.3%

（令和４年度）
東京都小児がんに関す
る患者調査(※6)

67.1%
（平成28年度）

増やす

取組６－２

がん罹患後も就労継続して
いる患者の割合<再掲>

取組６－１

東京都がんポータルサイト
の閲覧数（小児がん）

15,017
（平成28年度）

増やす
10,380

（令和２年度）
18,271

（令和３年度）

65.4%
（令和４年度）

―

―

―

―

―

―

11,785
（令和元年度）

― ―
66.8%

（令和４年度）
東京都がんに関する患
者調査

取組６－３
がん相談支援センターのリ
ストを配布している在宅療
養相談窓口の数

0
（平成28年度）

全区市町村
全区市町村に配布

（令和２年度）
全区市町村に配布

（令和３年度）
全区市町村に配布

（令和元年度）

―

0

―

（※2）令和４年度調査においては選択肢を「抗がん剤や放射線の治療などができなくなった時期から始める、痛みなどの苦痛を和らげるためのケア」とした。

（※3）令和４年度調査においては「有給休暇の範囲で休み、仕事を継続した」「病気に伴う長期休暇を取得しながらも、復職した」「現在休職中（復職予定）」と回答した者の割合とした。

75.3%
（令和４年度）

都民意識調査

（※1）肝がんの罹患率（年齢調整罹患率）の出典である「全国がん罹患モニタリング集計」は、全国がん登録制度の開始に伴い平成27年度分をもって終了したため、平成28年度分以降については「全国がん登録
罹患数・率報告」に基づく肝がんの罹患率（年齢調整罹患率）を使用する。今後は、同報告の初年度にあたる平成28年度の数値を基準値とし、達成状況の確認を行う。

取組７
取組９

「がんは治る病気である」と
の設問に「そう思う」「多少思
う」と回答した都民の割合＜
再掲＞

68.1%
（平成28年度）

増やす ― ―

― ―
76.6%

（令和４年度）
都民意識調査

全区市町村に配布
（令和４年度）

取組７

日常生活をがんにかかる前
と同じように過ごすことがで
きていると回答した患者（手
術や薬の副作用などはある
が、以前と同じように生活で
きていると回答した人を含
む。）の割合<再掲>

66.9%
（平成28年度）

増やす

――

取組５

―

―

2,396,566
(平成30年度)

23,578
（平成30年度）
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○ 各指標の達成状況【５年間分統合】
出典

３年目 ４年目 ５年目
取組 指標名 策定時 目標値

達成
状況２年目１年目

実績

参考資料４（様式１−１）

（※5）令和4年12月より、東京都庁のHPのアクセス解析ツールが変更されたことに伴い、カウント方法にも影響が生じている。

（※4）平成28年度調査及び令和4年度調査とも、家族のがん罹患時に就職していた者のうち、家族のがん罹患に伴い「仕事に影響があった」と回答した者の数を分母としている。家族のがん罹患時に就職していた
者の総数を分母とすると、仕事を辞めた者の割合は平成28年度調査では4.2％、令和４年度調査では2.6%となる。

（※6）平成28年度調査は「お子様のがんに関する普段の相談先」として「病院の相談員」と回答した者の割合、令和4年度調査では「がん相談支援センターを知っていますか」との質問に対し「病院内にあること
を知っており、利用したことがある」と回答した者の割合。
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